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１１月２９日  発行者  校長  齋藤  超 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜12月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5時間・後半が 6時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 日    

2 月 安全点検日 14：20 15：20 ○ 

3 火 少年団（百人一首練習） 15：20 ○ 

4 水 職員会議 食育授業（６年） 14：20 ○ 

5 木   14：20 15：20 ○ 

6 金 児童会プロジェクト会議 14：20 15：20 ○ 

7 土 公民館分館事業（そば打ち体験）   

8 日     

9 月 CRT 実施週間(~13日) 14：20 15：20 ○ 

10 火 少年団（百人一首練習） 15：20 ○ 

11 水 校内研修 食育授業（６年） 14：20 ○ 

12 木  14：20 15：20 ○ 

13 金 評価業務 指導監訪問 14：20 15：20 ○ 

14 土 参観日（土曜授業）   

15 日    

16 月 校務分掌打ち合わせ週間 14：20 15：20 ○ 

17 火 少年団（百人一首練習） 15：20 ○ 

18 水 全校朝会 評価業務 14：20 15：20 ○ 

19 木  14：20 15：20 ○ 

20 金  14：20 15：20 ○ 

21 土    

22 日    

23 月  14：20 15：20  ○ 

24 火 ２学期終業式 大掃除 15：20 ○ 

25 水 冬季休業日(~1/15)   

26 木    

27 金    

28 土    

29 日    

30 月    

31 火    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもたちの成長 

校長 齋藤 超  

 ここ屈斜路にも多くの白鳥が飛来し、畑でエサを

ついばむ姿が見られるようになり、冬の訪れを感じ

るようになりました。地域では、畑の収穫も無事終

了し、来年に向けての準備に忙しい時期と存じます。 

そんな中、１１月１０日（日）の学習発表会には、

多くの皆様にご来校いただき、誠にありがとうござ

いました。また、児童の発表に心温まるご声援をい

ただき、子どもたちにとって大きな励みとなりまし

た。改めてお礼申し上げます。今年のスローガンは

「届けよう！声・気持ち・笑顔」～大きな声ではっ

きりと～でした。ご来校されるお客様を意識し、自

分たちが取り組んできた成果をしっかりと伝えると

いうねらいがありました。会場での拍手や、お聞か

せいただいたご感想から、私はこのねらいは達成す

ることができたと感じ、子どもたちの努力を大いに

褒めました。保護者や地域の皆様に支えられ、成果

をあげることができた学習発表会となったことに感

謝申し上げます。 

さらに、より良い学校づくりに取り組むためにこ

の１１月より学校運営協議会（通称ＣＳ、コミュニ

ティースクール）という新しい組織を発足させまし

た。今までも本校の教育活動に対してご協力をいた

だくため、学校評価委員会という組織がありました。

この組織をもとに、さらに連携・協働を深め、地域

とともにある学校をつくるためのものです。地域の

代表として、金澤賢二様、作田純様、三上務様、山本

裕美子様、大内果歩様の５名の方々に運営協議委員

となっていただきました。今後委員の皆様には、学

校の課題解決に向けたご助言や、子どもの気持ちを

大切にした学校運営についてご評価をいただくこと

となっております。 

 地域の皆様におかれましても、いつでも結構です

ので普段の子どもたちの学習の様子をご覧いただ

き、校長に和琴小学校についてご意見をいただける

と幸いです。 

 

和琴小ホームページ http://163.44.3.160/app-def/S-102/washou/ 

  11月 30日（土）の土曜授業について 

『アイヌ文化体験教室』を和琴小学校体育館にて実施し

ます。今回の体験学習では、アイヌの伝統舞踊やムック

リの演奏を体験します。講師はコタン在住の武田千鶴さ

んを始めとした６名の方にお越しいただ 

きます。この取組は、上記のホームペー 

ジでも載せる予定です。ぜひ、ご覧くだ 

さい。 

 

お知らせ 

12月３０日（月）から 1月３日（金）

までは、学校閉鎖となります。 



 

 

 

 

＜道具作りありがとうございました＞ 

 今年も学習発表会の劇で使用する道具を保護者の

皆様にお手伝いいただき、作成してもらいました。数

名のお父さんお母さん方が集まってくださり、全校劇

で使用する紅葉の木などの道具を作っていただきま

した。おかげ様で、劇

は大成功し子ども達

も大変満足して終え

ることができまし

た。お忙しい中、本当

にありがとうござい

ました。 

 

＜届けよう 声・気持ち・笑顔 ～大きな声 

ではっきりと～＞ 

今年の学習発表会も盛況のうちに無事終了しまし

た。今年も地域の先生として藤原俊和さん（劇講師）、

藤原多美さん（合唱講師）にお手伝いいただきながら、

全校劇と全校合唱の取り組みを進めてきました。 

当日は、２年生の元気な挨拶から始まり、低・中・

高学年の順で各学級の出し物を披露しました。 

２年生は今年盛り

上がったラグビーの

日本代表のネタか

ら、鍵盤ハーモニカ

の演奏、「ドラえも

ん」のダンスを披露

しました。とてもかわいいダンスが光っていました。 

中学年は和琴の音楽大会を題材に器楽・歌そして 

ダンスを披露しました。ダンスは今年流行した「パプ

リカ」を踊り、中学年以外の子どもたちも参加して、

大変盛り上がりました。 

 ６年生は３人の

官房長官になって

平成から令和への

元号発表のネタか

ら、リコーダー演

奏、歌、ダンスを披

露しました。「やって

みよう」の曲に合わ

せたダンスのきれの

ある動きはさすが６

年生といえるもので

した。 

今年の職員の出し物は先生方全員と教育実習生の

戸田さんも参加して、「マイバラード」の二部合唱を行

いました。子どもたちからのコメントは特にありませ

んでしたが、本気で歌う先生方の姿に何かを感じてく

れたのではと思います。 

後半からは、全校

劇「クッシーをつる

少女」や全校合唱

「気球に乗ってど

こまでも」を披露し

ました。今回の劇は

藤原俊和さんのオリジナル脚本による劇で最後の場

面の子どもたちの演技からクッシーの宝物の命の水

に込めた思いが伝わってくる大変感動的な劇になり

ました。中心的な役割を担った６年生３人の演技は小

学校生活最後の劇へ

の気持ちがこもった

すばらしい演技でし

た。そして、各学級

や全校で何度も練習

し、藤原多美さんに

も指導をいただいた合唱は、一人一人の声が聞こえて

くるような合唱になりました。手拍子の場面では会場

の皆さんにもご協力いただき大変盛り上がりました。 

最後に児童会会長から挨拶をし、今年度の学習発表

会は無事終了しました。発表会が終わった後で講師の

藤原俊和さん、藤原多美さんから子どもたちにお褒め

の言葉をいただき、子どもたちも大満足で、どの子ど

も達もやりきった感が出ていました。 

最後にお忙しい中、ご指導いただいた講師の先生方、

そして、保護

者、地域の皆

様、本当にあ

りがとうご

ざいました。 


